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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  
最近の業績動向等を踏まえ、平成１８年５月１７日の決算発表時に公表した平成１９年３月

期通期の業績予想を下記のとおり修正します。 
 

記 
 
１．平成 19 年３月期業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ２，９８２ ３０１ １５０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ２，７９６ ５０８ △４５１

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１８６ ２０７ △６０１

増 減 率 （ ％ ） △６．２ ６８．８ －

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年３月期） 
２，９１８ １４０ ９９

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ２，９２７ ２９１ １４９

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ２，７６１ ４８１ △４５９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１６６ １９０ △６０８

増 減 率 （ ％ ） △５．７ ６５．３ －

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年３月期） 
２，８９０ １２１ ８５

 

 

 

 

 

 



 

２．修正の理由 

（１）個別業績予想の修正について 

 消費者金融業界を取り巻く環境は、上限金利の見直しや業法改正動向等、不透明感が 

拭えず、厳しい状況にあるものと認識しております。当社といたしましては、今後なお 

一層の与信厳格化を行う必要があるものと考えております。 

営業収益につきましては、与信厳格化等により消費者金融事業に係る営業貸付金残高 

の減少が想定され、それに伴い営業貸付金利息収入の減少が予想されるため、予想値を 

修正するものであります。 

 経常利益につきましては、人員削減等、コスト削減の効果が、下半期以降寄与してく 

るであろうこと、さらに営業貸付金の残高減少に伴い、貸倒引当金、利息返還損失引当 

金の戻入益の発生が予想されるため、上方修正するものであります。 

 当期純利益につきましては、当中間期において、平成 18 年 10 月 13 日付の日本公認 

会計士協会による「消費者金融会社等の利息返還請求による損失に係る引当金の計上に 

関する監査上の取扱い」を踏まえ、特別損失として利息返還損失引当金繰入額６７５百 

万円を計上し、繰延税金資産の計上についても保守的な方針で見積もることとしたこと 

等により、計画達成は困難であると判断し、修正するものであります。 

 

（２）連結業績予想の修正 

    個別業績予想の修正に伴い、連結業績予想につきましても修正することとなりました。 

   この修正は、主にアース個別業績予想数値の修正の影響によるものです。 

 
 
３．配当予想について 
   平成 18 年５月 17 日の決算発表時に公表した配当予想の変更はありません。 
   （期末１株当たり４円。中間配当金３円と合わせ、通期では１株当たり７円。） 
 

以上 


